
その他の調査

官 左京三条一坊九坪の調査(第269-8次)

個人住宅建設に伴う発掘調査。左京三粂ー坊九坪の北

辺にあたる。淵査区は南北3m、東西12m、基本)f7J:i;は、

上から表土、褐色砂質土、灰褐色砂1'1:土、 l培灰色粘質土

(遺Wt検出而) 。 掘立柱建物 2 服、前~2粂等を確認した。

SB7085は西廟付き掘立柱南北陳建物。:1じ安を検出。身舎

は梁11112 IItl、桁行2間以上、柱問7尺。S870861ま掘立柱
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。 2 m; 

南北棟主l!物。商事-を検出。染11112 IIH，桁行21111以上、柱

lIilは梁Hll7尺、桁行6尺。南東附柱と南京.柱の柱根が残

存していた。SD7087は、上1!1(灰褐色砂質土)、下府(0音

灰褐色料i性砂質土)に分かれる 。 調査区東(JlIJの南北~"Vdj:、

他の迫桃よりもかなり新しL、。遺構の時JU]を特定できる

造物はないが、掘立柱建物2械は、柱Hllが6、7尺て

い、主挫tt物と坪の主車劇刺d昨~~カがqはtぱ合 うことカか. ら、 奈良時代の

ものと考えられる。 (清野孝之/考古第3) 
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図53269-B次関査遺憾平面図

2 内鹿北外郭北方地区の調査 (第269-9次)

専用住宅建築に伴う調筑。調査地は内Jl善司と推定され

ている内泉北外事1I地区の北方に位置する。調査区は南北

8 m、*酋 3m、基本(1ワMJ:f: は、 上か ら 烈色土、 N~色砂

際土、賞褐灰土、遺構而。 ;t~掘東西端SDl7605を検出し

た。i奈さ約 1mで、幅約5.6m1:.推定される。十iYi:の堆棋

は、上 ・中 ・下!日に大別でき、 平城7主VJUjを合む土器類

が整理箱5箱分出土した。中府のl別賞色粘'Pl土用からは、

藤原宮式の6273A、平城宮H則前半の6311Aa、6311Ba、

6685B、6689A、II期後半の6308Aa、6663A、6694A、日l

期後半の6663MなEを含む大量の瓦噂剥が出土した。内

膳司北を東西に走る宮内道路側溝の可能性もある。

(山下信一郎/史料)
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図54 第269・9;，欠調査週情平面図

奈文研 $lo制1/1997・111 71 



3 その他の調査一覧

平城宮跡発掘調査部が96年度 に実施した発掘調査で、

本巻に成果を掲載しなかったものを表12に示す。

調査次数 地 区

269-1 左京一条一坊十五坪

269・2 Jl¥北方遺跡

269-3 コナベ古績南方、京北方遺跡

269-7 大腿験北方j也区

269・10 宮北方遺跡

269-11 宮北方遺跡

269-12 宮北方巡跡 ・市庭古墳

269-14 市庭古.tJt(内装北方)

269-15 市庭古1ft

269-16 宮北方遺跡

269・17 宮北方遺跡

平

-長屋王邸出土の墨画土器

裏表紙・に似せた墨画土器l主、左京三

粂二坊のー ・二・七・八坪を占める長屋

王正11のう ち、七坪部分のAWJの来外事1I

の*限の1))1SA4520の外にある井戸、

SE4366より出土した。長屋王邸の調査

では、他にもSD5300出土の絵馬をはじ

めとして優れた絵画資料が出土したが、

この資料は長屋王の存命期の邸宅内の

逸材』から出土したことから、王の暮ら

しぶりの一端を示すものとして特に注

目される。

盛岡は土師器のlIllAに記した もので、
土器の内外に鎧画、必{!:=がある。 外商

には 5匹の綴の盤画 t，r船速懸麻
呂」、「進」、「情下J の文字ぞ記し、経

ならしと思われる鎖線もある。伎の五13

直ilま、全身を描くものは l匹だけで、

他lま阪のみの表現である。 この土器に

は焼成時についた県政Eがあり、黒斑上

に記した扱園、必t!日立赤外線カメ ラで
1101総できる。 内而には、枝楽、幹をも

っ樹木 と、犬のJlJiともみれる盤画を揃
き、娘痕がある。似の表現をみる と、

最初Jに自の部分だりを試し描きし、次

に郎、最後に全身と、段階的に描写範
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概 要

南北5mX東西15mを発縮、をも]の手状i賞栴l、溝3、小柱穴務l、石組、池状i立総lなどを検
出。(本文42-43頁を多lR¥)

南北4mX東西3mを発婦、土坑1、構1などを検出。いずれも新しい.

南北5mX東西4mを発婦、滞状遺構lを検出。

南北4mX東西7mを発徳、顕著な遺棋なし.

南北4.5mX東西5mを発縄、土筑1を検出。

南北2mX東西4mを発縮、池山を確認、顕著なi立械なし。

南北4.5mX東西4mを発編、顕著な泣緋なし.

南北9mX来西2mを発縮、奈良時代の整地層を確認、近 ・現代の土坑u長を検出。
南北5mX東西3mを発掘、奈良時代の聖在地層を確認、土.lit2を検出。

南北5mxm函6mを発婦、地山を確認、顕著な遺構なし。

南北 3mX来凶 5m を発掘、土坑8~長を検出、いずれも新しい。

表12 1996年度その他の調査一覧表

縄 w ニらむ 欄

凪ぞ広げていった過程が認められる。

これまでに出土したi盛岡土器では、 こ
うした過程を示すものはなく、表現も

手すきぴで揃いたような稚拙なものが

多かった。しかし、この絞の描写やm
逃いは正確であり、専門の絵師が本格

的な絵を杭〈前に下術きをしたもので

あろう。土器に記した「船述脈麻呂」

l立、絵師の名前であるのかもしれない。

長屋王邸内では、木簡の記載から犬

や鶴を飼っていたことが知られるが、

④ 

絵師がこの様に蹴動的で、写実的な絵

を描いていることから、実物のmをそ
テツレとして写生した可能性l立高〈、邸

内ではおそらく総も飼っていたのであ

ろう。

土器}にお古いた動物の総画で、 ，鳥ωやJ
lはま こ れまで出土していたカがf、~-~は:f}J例

である。天平宝字五lニ!日J-平安時代にj~IJ

作された、!苫招提寺金堂の筑;ヲミ{象の台

座の反花にもmとみられる盛岡がある
が、今回の扱画はそれより30-40年古

い。日本にお

りる沿古のffi

の~!~画である

とtbに、法
隆寺金堂の天

井に捕かれた

動物の占!~画 t

のIlHをつなぐ
資料として、

美術史上でも

m裂な発見で
ある。 (T)


